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★空間図形への応用

＜例題１＞ 図のような直方体があります。 Ｄ Ｃ

線分ＡＧ（対角線）の長さを求めなさい。 Ａ Ｂ

2cm Ｈ Ｇ

3cm
Ｅ 6cm Ｆ

（考え方）ＡＧを１辺とする直角三角形に目をつける。

Ｄ Ｃ （解答）
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＜練習１＞次の長さを３辺にもつ直方体の対角線の長さを求めなさい。

①４cm、４cm、７cm ②３cm、４cm、５cm
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＜例題２＞正四角錐ＯＡＢＣＤがある。底面ＡＢＣＤは、１辺の長さが２cmの正方形

で、他の辺の長さは、すべて３cmである。この正四角錐の高さと体積を求めなさい。

（考え方）頂点Ｏから底面に垂線 ＯＨをひくと、Ｈは底面の正方形の対角線の交点にな

っている。

角錐の体積＝ × ×

Ｏ

（解答）
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高さ cm 体積 cm
３

＜練習２＞上の正四角錐の側面積を求めなさい。

側面積 cm
２

2cm

3cm


